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１．活動報告（ 事務局 記） 

―３月４日（日）会員１３名が参加しエコアップとして、ため池のカヤツリグサ類、外来種

の除去を実施しました。 

作業前には、２９日に開催する監査および役員会についての話がありました。 

 

―３月１７日（土）会員１２名が参加し、水路の整備（道路沿い）とエコアップとして湿地

帯の除草を行いました。 

休憩時には、関根会員が持参したドローンで空から集合写真を撮りました。 

 

 

２．今後の予定（ 事務局 記） 

◎来訪者 

 予定はありません。 

◎行 事 

―３月２９日（木）14時より二俣瀬ふれあいセンターにて 会計監査・役員会議 

―４月１日（日）平成３０年度総会（二俣瀬ふれあいセンター） 

―４月２１日（土）親子自然観察隊決隊式及び食べられる野草 

 

 

３．来訪者の声 

今回はありません。 

 

 

４．会員の声 「 会報第２００号特集 」  

会員の声－１ 「会報第２００号の発刊について」 （相談役 今井和男） 

会報第２００号発刊おめでとうございます。 

編集責任者原谷さん・各編集委員の皆様に深く敬意を表します。 

２００１年５月の第１号から２００号の発刊まで、毎月１回の発刊がされましたが、長いよ

うで短い１８年であった感であります。各種のご協力につきまして、改めて深くお礼を申し

上げます。 

２００号の発刊を振り返して見ますと、ビオトープの造成から大水車の通水と完成、２００

４年４月自然環境功労として「環境大臣表彰」、２００９年３月日本水環境学会（山口大学）

の表彰、さらに２００２年９月衆議院文部科学委員１２名の視察、また活動のなかでは、２

００３年４月子供たちと保護者を対象とした「里山自然観察隊」の発足し、体験学習を実施

したこれらは特筆にあたいするものです。 

終りに、この会報がいつまでも発刊がされますよう、会員の御協力を期待するものでありま

す。 
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会員の声－２ 「おくになまり」  （内藤武顕） 

 １７日間にわたって、熱戦を繰り広げた雪と氷の祭典が２月２５日幕を閉じた。 

 記念すべき冬季五輪とタイムリーにビオトープ会報が２００号を飾ることになった。 

うれしい限り心よりお祝い申し上げたい。無名のまち、北海道北見市常呂（ところ）がカ

ーリングの街として今、脚光をあびている。選手たちの底抜けの明るさと北海道なまりが人

気となった。「そだねー」などのやりとりやハーフタイムに車座でフルーツを食べる〈もぐ

もぐタイム〉は日本で癒しのブームを巻き起こした。本人たちは自分のイントネーションが

そこまでなまっているとは気づかなかった様子、それが故郷なまりだろう。 

先日夢を見た“ビオトープの東屋が藤沢五月さんとの会話の場となっていた。「そだねー」

を生の声で聞きながら盛り上がったところが放映された。 

 全国から二俣瀬ビオトープ会員の希望者が殺到した“‥・正夢であってほしい！ 

 昭和３９年（1964）「あゝ上野駅」（作詞関口義明）その二番の歌詞を記載する。     

「就職列車に揺られて着いた 遠いあの夜を思い出す 上野は俺らの心の駅だ 配達帰り

の自転車を とめて聞いてる国なまり」 こんな時代もあった。万感迫る思いで聞いた唄で

ある。 

 

会員の声－３ 「ビオトープ感想」  （阿部真希子） 

二俣瀬の活動に初めて参加させていただいたのは、五年前の春でした。私は福岡の田舎で生

まれ育ち、実家の田植えを手伝ったこともあり、自然の中での体験なんて、今更物珍しくも

ないだろうと思っていましたが、その考えは大間違いだったとすぐに気づきました。 

美しい自然環境の中で食べられる野草を探したり、野鳥の名前や昆虫の名前を学んだりと今

まで知らなかったことや初めて体験することがたくさんあり、童心に返ったような気分で毎

回参加させていただきました。山口県の豊かな自然環境に触れることで、生物多様性の保全

の重要性について再認識するとともに、これからは私たちが主体となり継承していかなけれ

ばならないと感じております。この四月より社会人となり、自然を守るというよりも破壊し

うる立場となるのかもしれませんが、そうならないように今まで学んできたことを忘れずに

この経験を活かしていけたらなと思います。大学生の間にこのような貴重な経験のできる機

会をくださった皆様には大変感謝しております。宇部で様々な方々にお世話になり、育てて

いただき、たくさんのことを学んだ充実した学生生活でした。今まで本当にありがとうござ

いました。 

 

会員の声－４ 「ビオトープのこれから」  （副会長 田村勝芳） 

里山ビオトープ二俣瀬をつくる会も１８年になりました。この会のコンセプトである自然環

境教育の場、市民憩いの場、二俣瀬のアピール、の役目は十分果たして来たと思います。し

かしながらビオトープのシンボルマークとなつていた５ｍの水車が軸受のトラブルがあり

停止したままの状況になつています。設備の老朽化と発足時の会員の高齢化が進みこれから

のビオトープの維持管理は危機的な状況になつています。市民への自然環境教育の場は従来

の行事の中で十分果たしていると思いますが設備の補修工事には資金調達が必要です。関係

者各位に打診していますが難しい問題です。２００号記念の会報を機会に多くの人々が関心

を持つてもらいビオトープの活動が継続していける事を会員で考えていきたいと思います。 
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会員の声－５ 「２００号に寄せて」  （事務局長・山口大学 関根雅彦） 

２０００年９月に発足した「ビオトープ二俣瀬創造の会（仮）」。私は学識経験者のアドバイ

ザという立場で末席に座っていました。当時まだあまり知られていなかった「ビオトープ」

という言葉。生物が一生を終えられる場所といった意味ですが、当時は都会の校庭などに造

るものという考えが主流でした。自然豊かな二俣瀬に、なぜ「ビオトープ」を造るのか？集

まったボランティアメンバの熱い議論を経て、これまた当時意識され始めたばかりの「里山」

保全をコンセプトに掲げ、ほとんど人力で「里山ビオトープ二俣瀬」を作り上げたのです。

力を合わせればこんなに大きなことができる。この経験は私にとっても大きな驚きでした。

その感動が、私をアドバイザから会員に変えたのです。会報は、通水式が行われた２００１

年５月に第一号が発行されています。それから１７年、ビオトープ建設当時の熱い記憶が、

会報２００号に至るこれまでの活動を支えてきたと思います。この間、２０１５年に会長が

今井和男さんから原田賢治さんに交代し、事務局も、原田満州夫さんから私を事務局長とす

る４人体制へと変わりました。来年度には役員にも新しい風が吹き込んできます。そろそろ、

熱い記憶ではなく、今のビオトープのありのままの姿の中に活動の意味や楽しみを見出し、

新たな一歩を踏み出す時だと思っています。会員の皆様、どうか、それぞれの今のビオトー

プへの思いをぶつけあって、３００号に向かってより楽しい、より意義深い活動を、いっし

ょに続けていきましょう。 

 

 

５．ビオトープ関連：「山口県の昆虫たち」  （ 管 哲郎 記） 

（27）アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum Westwood 

カメムシ目（半翅目） カメムシ科 

 日本全土に生息している黒地に赤い縦筋の入った美しく目を引くカメムシです。体長は

10～12㎜ほど、セリ科の草花や菊の花に集まるようで、初夏～秋にかけて見られます。 

 野菜ではニンジンがセリ科ですので、農家にとってニンジンの葉を食べる害虫となってい

るようです、ニンジン畑の周辺の花を調べると見つかるかもしれません。秋になるとやはり

セリ科植物であるハナウド、セリ、アシタバ、ヤブジラミなどの花を探したほうが良いかも

しれません、筆者は秋吉台でオミナエシに訪花した本種を確認（写真）しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オミナエシで吸蜜するアカスジカメムシ    ヒメジョオンの花に来た 
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６．会よりの連絡事項 

 １） 駐車場の指定について 

4月 1日の総会の日は当日永山酒造にて蔵びらきが有ります。市民センターに沢山駐車さ

れますのでビオトープの会員の方々は北側(裏側)にまとめて駐車願います。 

 ２〉 会計より 

  当日年間会費を徴収いたしますので宜しく。出席できない方は近くの会員に預けていただ

ければ非常に助かります。 

 

 

７．編集後記 

最近季節を感じることが少ないのはなぜだろうと思ったとき、ビオトープの維持活動に参

加していないからだと気がついた。２月３月と参加できないまま過ごしたら、ものすごく自

然と遠ざかった気がしてならない。やはり、維持活動に参加しないと。 

凍てつくような寒さの中、焚火で焼き芋を焼いたり、水分をたっぷり含んだ重たい雑草を

一輪車に積んで運搬する作業をしたり、作業のあいまにカエルの卵やフキノトウを見つけた

り、といった時間を過ごさないと。 

維持活動のあいまには、色とりどりのかきもちを焼いたり、レトロな鉄瓶でお茶を沸かし

たりして談笑し、つかの間であるが昔ながらの里山の暮らしを体験させていただいている。

こんな体験は「つくる会」の会員にならなかったら、日常的には経験できないであろう。 

「つくる会」の活動も二十年近くになり、会員も高齢化してきている。ぜひ、観察隊の卒業

生は「つくる会」の活動にシフトし、維持活動に関わっていただけたらと思う。 

                     （ 中本 亜矢子 記 ） 


